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第２４２２号　　２０２1年（令和 3年）６月２６日

義
士
が
残
し
た
実
印
意
匠

悪
疫
退
散
の
印
形
御
守

輪
越
し
祭
で
参
拝
者
に

６４
歳
以
下
へ
の
ワ
ク
チ
ン

今
月
中
に
接
種
券
発
送

１１
月
末
ま
で
の
完
了
目
標

産
廃
処
分
場
計
画
の
是
非

３３
氏
が
許
可
に
反
対

氏
が
許
可
に
反
対

知
事
選
候
補
予
定
者
ア
ン
ケ

　
任
期
満
了
に
伴
う
兵
庫

県
知
事
選（
７
月
１
日
告

示
、１８
日
投
開
票
）の
立
候

補
予
定
者
４
人
を
対
象
に

赤
穂
民
報
が
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、赤
穂

市
内
２
か
所
で
そ
れ
ぞ
れ

計
画
が
あ
る
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
場
建
設
に
つ
い

て
、全
員
が
計
画
に
反
対

あ
る
い
は
慎
重
な
姿
勢
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

【
3
面
に
回
答
内
容
】

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し

た
の
は
、い
ず
れ
も
無
所

属
新
人
で
五
十
音
順
に
▽

前
兵
庫
県
副
知
事
の
金か

な

澤ざ
わ

和か
ず

夫お

氏（
６４
）▽
元
兵
庫
県

議
の
金か

ね

田だ

峰み
ね

生お

氏（
５５
）＝

共
産
推
薦
▽
前
大
阪
府
財

政
課
長
の
斎さ

い

藤と
う

元も
と

彦ひ
こ

氏

（
４３
）＝
自
民
・
維
新
推
薦

▽
元
加
西
市
長
の
中な

か
が
わ
ち
ょ
う

川
暢

三ぞ
う

氏（
６５
）。
６
月
８
日
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
協

に
つ
い
て
「
次
期
の
兵
庫

県
知
事
は
ど
の
よ
う
に
対

応
す
べ
き
か
」
と
の
問
い

に
、
金
澤
氏
、
金
田
氏
、

中
川
氏
は
「
計
画
を
許
可

す
べ
き
で
な
い
」
と
し
、

斎
藤
氏
は
「
ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い
」
と
し
た
。

　
金
澤
氏
は
、「
条
例
上

の
基
準
を
満
た
さ
な
い
処

分
場
に
は
許
可
は
出
さ
な

い
こ
と
が
原
則
」
と
し
、

「
地
域
の
理
解
を
得
る
よ

う
丁
寧
に
説
明
、
対
応
す

る
よ
う
指
導
す
る
。
事
業

者
に
対
し
て
は
、
厳
正
に

対
処
す
る
」
な
ど
と
回
答

し
た
。

　
金
田
氏
は
、「
名
水
百

選
に
選
ば
れ
て
い
る
清
流

千
種
川
と
、
赤
穂
の
海
の

水
質
保
全
・
環
境
保
護
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
が
払
拭
さ
れ
て
お
ら

ず
、
地
元
自
治
体
、
地
元

住
民
の
合
意
も
得
ら
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
」
と
答

え
た
。

　
斎
藤
氏
は
、「
本
計
画

の
準
備
書
策
定
の
段
階
か

ら
関
係
住
民
が
意
見
を
述

べ
ら
れ
る
」
と
し
た
上

で
、「
環
境
影
響
が
科
学

的
に
評
価
さ
れ
る
か
ど
う

か
慎
重
に
検
討
し
、
関
係

者
に
丁
寧
に
説
明
す
る
よ

う
指
導
」
す
る
と
回
答
し

た
。

　
中
川
氏
は
「
千
種
川
水

系
の
自
然
環
境
は
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

し
、「
住
民
同
士
の
対
立

や
地
域
の
分
断
」
や
「
健

康
被
害
の
他
、
大
型
ト
ラ

ッ
ク
が
頻
繁
に
出
入
り
す

る
こ
と
で
交
通
事
故
が
増

え
る
」
な
ど
と
懸
念
を
示

し
た
。

　
　 

＊
　
＊
　
＊

高
取
峠
ト
ン
ネ
ル

は
意
見
分
か
れ
る

　
国
道
２
５
０
号
の
高
取

峠
の
ト
ン
ネ
ル
化
に
つ
い

て
は
、
金
田
氏
は
「
ト
ン

ネ
ル
化
す
べ
き
」
と
し
た

一
方
、
中
川
氏
は
「
ト
ン

ネ
ル
化
す
べ
き
で
な
い
」

と
回
答
。
金
澤
氏
、
斎
藤

氏
は
「
ど
ち
ら
と
も
い
え

な
い
」
と
し
た
。

　
金
田
氏
は
「
交
通
事
故

の
頻
発
を
解
消
し
、
安
全

に
通
行
す
る
道
路
に
す
る

た
め
に
ト
ン
ネ
ル
化
は
有

効
」
と
の
考
え
を
示
し

た
。
中
川
氏
は
「
現
状
の

交
通
量
・
混
雑
度
・
費
用

対
効
果
な
ど
を
総
合
的
に

考
え
る
と
、
優
先
度
の
低

い
事
業
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
」
と
し
た
。
金
澤
氏

は
「
財
政
負
担
も
含
め

て
、
市
の
要
請
内
容
、
事

業
内
容
を
精
査
し
、
検
討

を
さ
ら
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
」
と
し
、
斎
藤
氏
は

「
今
後
の
交
通
量
や
様
々

な
要
因
を
加
味
し
て
検
討

す
る
」
と
回
答
し
た
。

　
　 

＊
　
＊
　
＊

重
点
置
く
べ
き

政
策
課
題
は
？

　
重
点
を
置
く
べ
き
政
策

課
題
を
３
つ
挙
げ
る
問
い

に
は
、金
澤
氏
は
①
コ
ロ

ナ
対
策
と
コ
ロ
ナ
収
束
後

の
経
済
再
生
②
若
者
流
出

ス
ト
ッ
プ
に
よ
る
人
口
減

対
策
③
人
口
の
自
然
減
対

策
―
と
回
答
。金
田
氏
は

①
県
民
の
い
の
ち
と
暮
ら

し
を
守
る
②
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
、す
べ
て
の
人
の
尊

厳
を
等
し
く
守
る
県
政
③

子
ど
も
の
未
来
を
ひ
ら
く

―
と
し
た
。斎
藤
氏
は
①

コ
ロ
ナ
禍
の
克
服
と
人
生

１
０
０
年
時
代
の
健
や
か

ラ
イ
フ
の
実
現
②
新
し
い

時
代
の
地
域
経
済
③
県
民

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
県
政
―

を
挙
げ
た
。中
川
氏
は
①

コ
ロ
ナ
対
策
②
子
育
て
教

育
施
策
③
経
済
活
性
化
と

財
政
再
建
―
と
答
え
た
。

　
　 

＊
　
＊
　
＊

井
戸
県
政
の
採
点

評
価
は
ま
ち
ま
ち

　
５
期
２０
年
続
い
た
井
戸

敏
三
知
事
の
県
政
運
営
の

採
点（
１
０
０
点
満
点
）と

評
価
で
は
、金
澤
氏
は「
必

月
末
ま
で
に
希
望
者
へ
の

接
種
完
了
を
目
指
す
と
い

う
。

　
同
日
の
市
議
会
一
般
質

問
で
牟
礼
正
稔
市
長
、
溝

田
康
人
ワ
ク
チ
ン
接
種
担

当
部
長
が
答
弁
し
た
。

　
牟
礼
氏
は
答
弁
で
、

「
５９
歳
以
下
に
つ
い
て
も

一
日
も
早
く
接
種
券
を
届

け
ら
れ
る
よ
う
に
準
備
を

進
め
て
い
る
。
準
備
が
整

い
次
第
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
広
報
な
ど
で
周
知

を
図
る
」
と
し
た
。

　
希
望
者
へ
の
２
回
接
種

が
完
了
す
る
時
期
に
つ
い

て
は
、「
１１
月
末
ま
で
を

目
標
と
す
る
が
、
少
し
で

も
早
く
終
え
ら
れ
る
よ
う

に
取
り
組
む
」（
溝
田
氏
）

と
し
つ
つ
、
必
要
な
ワ
ク

チ
ン
が
国
か
ら
供
給
さ
れ

る
か
ど
う
か
の
懸
念
に
も

言
及
。
ま
た
、
接
種
会
場

ま
で
の
移
動
が
困
難
な
高

齢
者
に
つ
い
て
は
「
意
向

調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、

個
別
の
対
応
を
検
討
し
て

い
く
。
希
望
す
る
す
べ
て

の
人
が
接
種
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
取
り
組
む
」
と

述
べ
た
。
学
校
で
の
集
団

接
種
は
「
差
別
的
な
扱
い

が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
。

現
時
点
で
は
国
が
推
奨
し

て
お
ら
ず
、
慎
重
に
検
討

し
て
い
く
」（
牟
礼
氏
）と

し
た
。

　
溝
田
氏
は
個
別
接
種
の

医
療
機
関
に
つ
い
て
、

「
２０
施
設
ほ
ど
か
ら
協
力

の
申
し
出
が
あ
る
」
と

し
、「
全
体
で
１
日
１
８

０
〜
２
０
０
枠
を
お
願
い

で
き
れ
ば
、
集
団
接
種
会

場
と
合
わ
せ
て
１１
月
末
ま

で
に
終
え
ら
れ
る
」
と
の

見
通
し
を
示
し
た
。

　
ま
た
、
個
別
接
種
の
導

入
に
伴
い
、
医
師
会
が
運

営
を
担
っ
て
い
る
赤
穂
す

こ
や
か
セ
ン
タ
ー
の
集
団

接
種
の
規
模
を
縮
小
す
る

一
方
、
現
役
世
代
の
ニ
ー

ズ
が
高
い
と
思
わ
れ
る
土

日
の
接
種
枠
を
設
け
る
方

向
で
検
討
し
て
い
る
と
い

う
。
市
独
自
の
大
規
模
接

種
会
場
は
「
現
時
点
で
は

６４
歳
以
下
を
対
象
に
設
け

る
予
定
は
な
い
」
と
し

た
。市

外
で
の
接
種
希
望

者
に
窓
口
で
券
交
付

　
赤
穂
市
は
、
市
外
の
大

規
模
接
種
会
場
で
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
希
望
す
る
６４
歳

以
下
の
市
民
に
、
南
野
中

の
赤
穂
す
こ
や
か
セ
ン
タ

ー
で
接
種
券
の
窓
口
交
付

を
行
っ
て
い
る
。

　
市
に
よ
る
と
、
大
阪
府

と
大
阪
市
の
大
規
模
接
種

会
場
で
接
種
対
象
が
６４
歳

以
下
に
も
拡
大
さ
れ
る
こ

と
が
発
表
さ
れ
た
今
月
１６

日
か
ら
対
応
を
始
め
た
と

い
う
。
市
外
の
か
か
り
つ

け
医
で
の
接
種
を
望
む
人

に
も
交
付
し
、
２３
日
ま
で

に
５５
人
が
交
付
を
受
け

た
。

　
窓
口
業
務
時
間
内
（
土

日
祝
を
除
く
午
前
８
時
半

〜
午
後
５
時
１５
分
）
に
同

セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て

い
る
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
本
人
確
認
で

き
る
運
転
免
許
証
や
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
を

提
示
す
れ
ば
、
そ
の
場
で

プ
リ
ン
ト
し
た
接
種
券
を

受
け
取
れ
る
。
電
話
や
郵

便
な
ど
で
の
申
請
は
受
け

付
け
て
い
な
い
。

　
市
は
「
今
の
と
こ
ろ
、

申
請
書
提
出
か
ら
１５
分
程

度
で
交
付
で
き
て
い
る

が
、
窓
口
が
混
雑
す
る
と

待
ち
時
間
が
長
く
な
っ
た

り
、
後
日
郵
送
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
」（
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策

室
）
と
い
い
、「
６０
〜
６４

歳
の
方
々
に
は
６
月
中
に

接
種
券
を
発
送
し
、
５９
歳

以
下
の
み
な
さ
ん
に
も
発

送
準
備
を
進
め
て
い
る
の

で
、
基
本
的
に
は
郵
送
で

の
到
着
を
待
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
」
と
話
し
て
い

る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
同
対
策

室
☎
４８
・
７
１
３
６
。

大
規
模
接
種
会
場

へ
無
料
バ
ス
運
行

　
赤
穂
市
は
、
市
独
自
の

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

大
規
模
接
種
会
場
の
開
設

に
伴
い
、
６
月
２６
日
か
ら

無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
す

る
。

　
市
が
発
表
し
た
運
行
表

に
よ
る
と
、
無
料
送
迎
バ

ス
は
▽
有
年
・
高
雄
ル
ー

ト
▽
坂
越
・
赤
穂
ル
ー
ト

▽
尾
崎
・
御
崎
・
城
西
ル

ー
ト
▽
西
部
・
塩
屋
ル
ー

ト
の
４
路
線
。

　
い
ず
れ
の
路
線
も
往
路

は
接
種
会
場
の
関
西
福
祉

大
学
（
７
月
２４
日
、
２５
日

は
赤
穂
市
文
化
会
館
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
）
に
午
前

８
時
５０
分
か
ら
午
後
３
時

５０
分
ま
で
１
時
間
ご
と

（
午
前
１１
時
５０
分
は
除

く
）
に
７
便
を
運
行
。
復

路
は
接
種
会
場
を
午
前
１０

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の

１
時
間
ご
と
と
午
後
５
時

３０
分
の
９
便
を
走
ら
せ

る
。

　
居
住
地
以
外
の
路
線
や

乗
降
場
所
も
利
用
で
き

る
。
坂
越
・
赤
穂
ル
ー
ト

は
７
月
２４
日
、
２５
日
の
一

部
の
乗
降
場
所
が
変
更
に

な
る
。
運
行
表
は
赤
穂
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

　
６４
歳
以
下
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
へ
向
け
、
赤
穂
市
は
２３

日
、
今
月
中
に
６０
〜
６４
歳

の
市
民
へ
接
種
券
を
発
送

す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し

た
。
集
団
接
種
に
加
え
て

個
別
接
種
を
導
入
し
、
１１

　
上
仮
屋
の
赤
穂
大
石
神

社
（
飯
尾
義
明
宮
司
）

は
、
赤
穂
義
士
の
一
人
、

潮う
し
お
だ田
又ま

た
の
じ
ょ
う

之
丞
高た

か
の
り教
（
１
６

６
９
―
１
７
０
３
）

が

「
開
運
・
魔
除
け
の
守
護

神
」
と
し
て
残
し
た
実
印

を
意
匠
し
た
護
符
「
悪
疫

退
散
　
印
形
御
守
」
を
作

製
し
た
。
無
病
息
災
を
願

う
６
月
３０
日（
水
）の
「
輪

越
し
祭
」
で
希
望
者
５
０

０
人
に
無
料
で
配
布
す

る
。

　
赤
穂
浅
野
家
の
絵
図
奉

行
（
禄
高
２
０
０
石
）
で

槍
の
名
手
だ
っ
た
又
之

丞
。
内
匠
頭
の
刃
傷
事
件

後
に
妻
と
母
、
娘
ら
家
族

４
人
を
姉
が
嫁
い
だ
播
州

加
西
郡
の
渡
辺
与
左
衛
門

に
預
け
、
討
ち
入
り
に
備

え
た
。
同
志
が
入
手
し
た

吉
良
邸
の
図
面
を
製
図

し
、
得
意
の
十
文
字
槍
を

手
に
討
ち
入
り
、
本
懐
を

遂
げ
た
。

　
又
之
丞
は
討
ち
入
り
に

向
け
江
戸
へ
出
立
す
る

際
、「
本
望
を
達
し
た
な

ら
ば
、
わ
が
霊
魂
が
こ
の

印
に
乗
り
移
り
、
開
運
・

魔
除
け
の
守
護
神
に
な
る

だ
ろ
う
」
と
遺
言
し
て
渡

辺
家
に
「
高
教
」
と
彫
っ

た
実
印
を
残
し
た
。
渡
辺

と
潮
田
家
の
系
譜
に
記
録

さ
れ
て
い
る
。
同
神
社
の

佐
藤
誠
非
常
勤
学
芸
員

（
４８
）が
系
譜
の
記
録
を
発

見
し
、
護
符
の
製
作
を
発

案
し
た
。

　
実
印
を
基
に
約
２
倍
の

大
き
さ
の
レ
プ
リ
カ
を
製

作
。
十
文
字
槍
の
イ
ラ
ス

ト
を
印
刷
し
た
和
紙
（
縦

１９
㌢
、
横
８
㌢
）
に
社
印

と
と
も
に
押
印
し
て
祈
祷

し
た
。「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
早
期
退
散
と
終

息
も
祈
り
に
込
め
た
」
と

飯
尾
宮
司
。
３０
日
午
後
７

時
か
ら
「
輪
越
し
祭
」
の

参
拝
者
に
配
布
す
る
。
☎

４２
・
２
０
５
４
。（
写
真
右

は
同
神
社
に
奉
納
さ
れ
て

い
る
実
印
。
同
左
は
潮
田

又
之
丞
の「
印
形
御
守
」）

宿
泊
施
設
系
の

２
組
合
が
統
合

「
赤
穂
旅
館
組
合
」に

　
赤
穂
市
内
の
宿
泊
施
設

が
加
盟
す
る
「
赤
穂
旅
館

組
合
」（
１２
社
）
と
「
赤

穂
温
泉
旅
館
組
合
」（
４

社
）
が
６
月
１
日
に
統

合
。「
赤
穂
旅
館
組
合
」

の
名
称
で
活
動
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
関
係
者
に
よ
る
と
、
２

０
０
３
年
に
赤
穂
旅
館
組

合
温
泉
部
会
が
独
立
し
て

赤
穂
温
泉
旅
館
組
合
を
発

足
し
て
以
来
、
別
団
体
と

し
て
活
動
。
最
近
に
な
っ

て
統
合
を
望
む
申
し
入
れ

が
あ
り
、
赤
穂
旅
館
組
合

が
応
じ
た
。

　
６
月
初
旬
に
両
団
体
の

役
員
が
協
議
し
、
赤
穂
旅

館
組
合
の
名
称
と
役
員
を

継
承
す
る
こ
と
で
合
意
。

い
ず
れ
の
団
体
に
も
所
属

し
て
い
な
か
っ
た
１
社
が

加
わ
り
、
加
盟
数
は
１７
社

と
な
っ
た
。

　
上
山
浩
一
組
合
長（
５９
）

＝
民
宿
初
音
＝
は
「
組
合

で
一
丸
と
な
っ
て
赤
穂
の

観
光
振
興
に
ま
い
進
し
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

家
で
は
紙
に
押
印
し
た
印

形
を
疫
病
除
け
な
ど
の
お

守
り
と
し
て
村
人
た
ち
に

頒
布
し
た
と
い
う
。
嘉
永

４
年
（
１
８
５
１
）
に
は

渡
辺
家
か
ら
実
印
を
譲
り

受
け
た
又
之
丞
の
従
兄
弟

の
子
孫
に
あ
た
る
佐
倉
藩

士
の
潮
田
監
物
が
義
士
の

１
５
０
回
忌
追
善
と
し
て

印
形
を
１
万
枚
発
行
し
た

要
な
施
策
を
推
進
し
な
が

ら
、財
政
再
建
を
成
し
遂

げ
た
」な
ど
と
し
て「
９０

点
」を
つ
け
た
。金
田
氏
は

「
県
民
の
命
・
暮
ら
し
を
守

る
制
度
を
後
退
さ
せ
、危

機
に
弱
い
兵
庫
に
し
た
」

な
ど
と
批
判
し「
２０
点
」と

採
点
。斎
藤
氏
は
災
害
対

策
を
評
価
し
つ
つ「
晩
年

に
は
県
職
員
か
ら
の
提
案

も
少
な
く
、ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
の
弊
害
が
散
見
さ
れ

た
」な
ど
と
し「
７５
点
」を

つ
け
た
。中
川
氏
は「
社
会

経
済
情
勢
は
激
変
し
て
い

る
の
に
、言
わ
ば
旧
式
Ｏ

Ｓ
で
行
政
運
営
を
続
け

た
」な
ど
と
し「
６０
点
」と

採
点
し
た
。（
写
真
は
兵
庫

県
知
事
選
の
立
候
補
予
定

者
＝
右
か
ら
五
十
音
順
）

力
を
依
頼
し
、１８
日
ま
で

に
回
答
を
受
け
た
。

　
福
浦
と
西
有
年
で
、
そ

れ
ぞ
れ
民
間
業
者
が
進
め

る
産
廃
処
分
場
建
設
計
画
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ジ
ト
ラ
の
メ
ス（
５
〜
６

歳
）、小
顔
で
体
が
大
き
い

で
す
。ピ
ン
ク
の
首
輪（
鈴

付
、黄
色
の
糸
で
く
く
っ

て
い
ま
す
）。見
か
け
た
方

は
ご
連
絡
お
願
い
し
ま

す
。☎
０
９
０
・
２
５
９
０

・
６
３
７
９（
亀
甲
）

　

▽
２７
日
＝
藤
野
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク（
加
里
屋
４６
の

６
）☎
４２
・
１
０
７
７

２
０
円
。詳
細
は
面
談
に

て
。お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。「
㈲
米
口
グ
リ

ー
ン
ナ
ー
セ
リ
ー
」木
津

☎
４８
・
０
７
８
６

　

▼「
味
の
駅
ち
ぎ
り
」＝

①
キ
ッ
チ
ン
補
助
②
ホ
ー

ル
係
等
、若
干
名
。昼
１１
〜

１４
時
、夜
１８
〜
２２
時
。週
２

〜
４
回
の
シ
フ
ト
制（
応

相
談
）。時
給
９
０
０
円
＋

他
手
当
あ
り
。お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。加

里
屋
２
１
５
９
の
１１
☎
５５

・
９
９
２
２（
長
谷
）

　

▼
不
用
図
書
リ
サ
イ
ク

ル
＝
保
存
期
限
が
過
ぎ
る

な
ど
し
た
図
書
を
無
償
提

供
し
ま
す（
な
く
な
り
次

第
終
了
）。
６
月
２６
日

（
土
）・
２７
日（
日
）１０
〜
１７

時
。混
雑
時
は
整
理
券
で

入
場
制
限
あ
り
。袋
各
自

持
参
。「
赤
穂
市
立
図
書

館
」中
広
☎
４３
・
０
２
７
５

　

▼
親
切
な
救
護
の
方
へ

感
謝
＝
６
月
１８
日
午
後
２

時
頃
、塩
屋
交
差
点
付
近

で
怪
我
を
し
た
高
齢
の
父

を
雨
の
中
介
抱
し
救
急
車

を
呼
ん
で
く
だ
さ
っ
た

方
、と
て
も
感
謝
し
て
お

り
、ご
連
絡
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。☎
４５
・
１
６
６
５

　

▼
子
猫
も
ら
っ
て
く
だ

さ
い
＝
生
後
３
カ
月
く
ら

い
の
メ
ス
の
黒
猫
と
グ
レ

ー
の
猫
。か
し
こ
く
、活
発

で
す
。血
液
検
査
、ワ
ク
チ

ン
済
み
。最
後
ま
で
か
わ

い
が
っ
て
く
だ
さ
る
方
お

願
い
し
ま
す
。☎
０
８
０
・

６
５
９
３
・
６
４
３
３

　

▼
保
護
猫
の
里
親
募
集

＝
生
後
１
カ
月
未
満
の
黒

猫
の
メ
ス
。元
気
で
目
が

大
き
く
か
わ
い
い
で
す
。

最
後
ま
で
飼
っ
て
く
だ
さ

る
方
お
願
い
し
ま
す
。元

沖
町
１
５
２
の
２
☎
０
９

０
・
６
７
３
１
・
３
３
３
６

　

▼
行
方
不
明
の
猫
捜
し

て
い
ま
す
＝
６
月
２１
日

（
月
）に
千
鳥
の
自
宅
か
ら

い
な
く
な
り
ま
し
た
。キ

キ
』を
日
替
わ
り
で
販
売

し
て
お
り
ま
す
。ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
営
）

９
時
半
〜
１８
時（
定
休
日

／
日
・
木
）。駅
前（
商
議
所

北
）☎
４２
・
２
２
９
６

　

▼
夏
の
特
別
教
室
受
付

中
＝
ひ
と
り
ひ
と
り
の
オ

ー
ダ
ー
メ
イ
ド
教
育
で
小

学
・
中
学
受
験
対
応
。少
人

数
制
指
導（
教
師
３
人
）で

頑
張
る
生
徒
を
全
力
で
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
。無
料
体
験

（
３
回
）。「
め
ぐ
み
塾
」加

里
屋
２
１
０
１
☎
０
９
０

・
５
１
５
３
・
８
２
７
３

　

▼
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

パ
ー
ト・
バ
イ
ト
募
集
＝

8
時
〜
１９
時
の
間
で
応
相

談
。土
・
祝
の
み
も
可
。学

生
可
。時
給
９
０
０
円
〜
。

ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ

い
。「
㈲
小
林
石
油
店
赤
穂

西
Ｓ
Ｓ
」新
田
☎
４２
・
０
３

２
１（
小
林
・
西
岡
）

　

▼「
銀
波
荘
」ス
タ
ッ
フ

募
集
＝
〇
部
屋
清
掃
９
時

半
〜
１４
時
半
〇
風
呂
清
掃

９
時
〜
１２
時
。各
時
給
９

２
０
円
〜
〇
当
直
２０
時
〜

８
時
。８
０
０
０
円
〜（
仮

眠
休
憩
４
時
間
あ
り
）。御

崎
☎
４５
・
３
３
５
５

　

▼
パ
ー
ト
募
集
＝
花
・

野
菜
苗
の
生
産
現
場
で
の

お
仕
事
で
す
①
軽
ト
ラ
ッ

ク
の
運
転（
Ｍ
Ｔ
）が
で
き

る
こ
と
。農
作
業
全
般
。時

給
１
２
０
０
円
②
苗
の
生

産
出
荷
作
業
等
。時
給
９

サ
ー
ジ「
新
田
治
療
院
」鷆

和
☎
４３
・
７
６
４
８

　

▼
大
変
お
得
な
カ
ー
ド

会
員
募
集
※
価
格
は
税
込

＝
年
会
費
５
５
０
円
○
一

般
価
格
４
９
５
円
（
ド
ラ

イ
物
の
み
、
特
殊
品
は
除

く
）
→
会
員
価
格
３
８
５

円
。「
㈲
パ
リ
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
」
加
里
屋
☎
４３
・

３
９
３
３

　

▼
着
付・エ
ス
テ（
脱
毛

含
む
）・
焼
き
菓
子
の
複

合
施
設
＝
○
冠
婚
葬
祭
の

着
付
承
っ
て
ま
す
。着
付

け
教
室
生
徒
募
集
○
エ
ス

テ
・
脱
毛
・
シ
ミ
ケ
ア
な
ど

気
に
な
る
方
、お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。「
ラ
・
シ
ュ
シ

ュ
」尾
崎
☎
０
８
０
・
９
１

６
０
・
２
８
４
３（
佐
井
）

　

▼『
住
宅
設
備
』や『
電

気
工
事
』の
こ
と
な
ら
当

店
へ
＝
エ
ア
コ
ン
設
置
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、ア
ン
テ

ナ
関
連
、イ
ン
タ
ー
ホ
ン

や
照
明
な
ど
、何
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。「
国
分
電
気
」中
広
☎

45
・
0
５
０
３
、☎
０
９
０

・
７
１
１
４
・
３
６
４
９

　

▼
不
用
品
の
処
分
は
お

ま
か
せ
く
だ
さ
い
＝
家
電

製
品
・
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
・
金

庫
・
ピ
ア
ノ
・
農
機
具
・
Ｉ

Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

な
ど
。上
階
か
ら
の
搬
出

も
Ｏ
Ｋ
。見
積
無
料
。只
今

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
。

お
見
積
も
り
の
方
に
粗
品

プ
レ
ゼ
ン
ト
。お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。「
㈱
横

山
サ
ポ
ー
ト
テ
ッ
ク
」中

広
１
３
７
０
の
1
☎
43
・

５
３
２
８

　

▼
本
日
２６
日（
土
）営
業

再
開
＝【
ま
ん
防
中
】酒
提

供
Ｐ
Ｍ
５
時
〜
８
時
。営

業
時
間
Ｐ
Ｍ
５
時
〜
９

時
◎
時
短
営
業
中
、チ
ヂ

ミ
ｏ
チ
ャ
ン
ジ
ャ
ま
き
サ

ー
ビ
ス
。「
焼
肉　

釜
山
」

朝
日
町
☎
４２
・
９
１
１
７
、

☎
０
８
０
・
３
８
８
６
・
４

１
５
６（
日
中
）

　

▼
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
だ
よ
り
＝
月
末
ま
で
、

シ
ー
ズ
ン
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

セ
ー
ル
開
催
中
。初
夏
の

お
花
の
美
し
い
今
で
す

が
、た
く
さ
ん
の
宿
根
草

や
多
年
草
、観
葉
植
物
を

一
部
お
値
下
げ
し
て
い
ま

す
。売
り
場
値
札
に
表
示

を
し
て
い
ま
す
の
で
、ゆ

っ
く
り
ご
覧
い
た
だ
き
、

お
気
に
入
り
を
見
つ
け
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。
８
月
か
ら
晩
秋
ま
で

収
穫
で
き
る
秋
ど
り
野
菜

苗
、ト
マ
ト
、ミ
ニ
ト
マ

ト
、ナ
ス
、キ
ュ
ウ
リ
が
入

荷
し
て
い
ま
す
。暑
さ
に

強
い
夏
穫
り
キ
ャ
ベ
ツ
は

８
月
で
も
お
い
し
い
キ
ャ

ベ
ツ
が
穫
れ
ま
す
よ
。そ

の
他
、イ
ン
ゲ
ン
豆
、枝

豆
、オ
ク
ラ
、キ
ュ
ウ
リ
な

ど
お
早
目
に
。
７
月
は
水

曜
、木
曜
を
定
休
日
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。「
㈲

米
口
グ
リ
ー
ン
ナ
ー
セ
リ

ー
」木
津
☎
４６
・
８
０
０
１

（
１０
時
〜
１７
時
）

　

▼「
ラ・セ
ー
ヌ
洋
菓
子

店
」か
ら
の
お
知
ら
せ
＝

６
月
２６
日（
土
）、
２８
日

（
月
）『
モ
モ
入
り
レ
ア
チ

ー
ズ
ケ
ー
キ
』（
１５
㌢
）
１

０
８
０
円
に
て
販
売
。ま

た
、２９
日（
火
）か
ら
７
月

１０
日（
土
）ま
で『
ワ
ン
コ

イ
ン（
５
０
０
円
）
ケ
ー

つ
つ
じ
賞
な
ど

３
個
人
３
団
体

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
を
通
し
て
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
な
ど
に
貢
献
し

た
個
人
、
団
体
な
ど
を
赤

穂
市
が
称
え
る
「
つ
つ
じ

賞
」「
さ
く
ら
賞
」「
ふ
く

し
の
人
」
の
表
彰
式
が
１２

日
に
中
広
の
赤
穂
市
文
化

会
館
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

で
あ
り
、
次
の
３
個
人
３

団
体
が
受
賞
し
た
。

　

〔
つ
つ
じ
賞
〕
▽
鎌
田

正
彰
さ
ん
＝
２
０
１
２
年

か
ら
交
通
指
導
員
を
務

め
、
１６
年
か
ら
坂
越
大
橋

で
毎
朝
児
童
生
徒
の
登
校

時
に
交
通
立
番
を
行
う
な

ど
交
通
安
全
活
動
を
通
じ

て
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し

て
い
る
。
高
野
。

　

〔
さ
く
ら
賞
〕
▽
福
祉

住
宅
研
究
会
（
澗
口
彰
利

代
表
）
＝
２
０
０
０
年
設

立
以
来
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
等
の
住
宅
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
改
修
や
耐
震
化
に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

な
ど
社
会
奉
仕
活
動
を
通

じ
て
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
る
。

　

〔
ふ
く
し
の
人
〕
▽
戸

谷
喜
伴
さ
ん
＝
赤
穂
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
会
副
理
事

長
、
移
送
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
▽
矢
野
君

子
さ
ん
＝
朗
読
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
来
夢
」

▽
い
き
い
き
サ
ロ
ン
「
し

お
か
ぜ
」（
河
上
俊
之
代

表
）
＝
地
域
の
居
場
所
づ

く
り
▽
志
ぶ
羅
の
里
Ｅ
．

Ｇ
（
松
本
義
昭
代
表
）
＝

高
齢
者
福
祉
施
設
慰
問

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
・
２
８
６
８
４

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
２
０
３
０
円

１
㌧
未
満
５
２
４
１
０
円

１．５
㌧
未
満
６
０
６
１
０
円

２
㌧
未
満
６
８
９
１
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
６４
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

・
オ
イ
ル
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ツ

・
エ
コ
パ
ー
ツ
＝
を
使
用

し
て
、経
済
的
修
理
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。小
さ
な

キ
ズ
・
小
さ
な
凹
は
段
取

り
次
第
で
１
日
修
理
も
可

能
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。「
坂
元
鈑
金
塗
装
」

細
野
町
☎
４３
・
９
０
１
０

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
格
安・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
２
０
３
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
２
４
１
０
円

ノ
ー
ト
級
６
０
７
１
０
円

セ
レ
ナ
級
６
８
９
１
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」加
里
屋
中
洲
・
白
十
字

西
☎
４５
・
０
７
３
３

　

▼
ふ
す
ま
、
障
子
の
張

り
替
え
承
り
ま
す
＝
お
気

軽
に
お
電
話
下
さ
い
。

「
大
崎
表
具
店
」
浜
市
、

櫂
の
家
向
か
い
☎
４８
・
７

２
５
４

　

▼
肩
凝
り・
腰
痛
で
お

悩
み
の
方
＝
○
３０
分
２
５

０
０
円
○
４５
分
３
０
０
０

円
○
６０
分
３
５
０
０
円
○

８０
分
４
０
０
０
円
。診
療

時
間
１０
時
～
１８
時（
要
予

約
・
送
迎
可
）。休
診
日（
金

曜
日
）。は
り
・
指
圧
・
マ
ッ

南
極
観
測
隊
に

モ
ン
ダ
ミ
ン
寄
贈

ア
ー
ス
製
薬

　

南
極
で
気
象
や
大
気
な

ど
を
調
べ
る
た
め
に
派
遣

さ
れ
て
い
る
隊
員
た
ち
の

健
康
維
持
に
役
立
て
て
も

ら
お
う
と
、
ア
ー
ス
製
薬

株
式
会
社
（
東
京
都
千
代

田
区
、
川
端
克
宜
社
長
）

は
、
同
社
赤
穂
工
場
で
製

造
し
た
洗
口
液
「
モ
ン
ダ

ミ
ン 

プ
レ
ミ
ア
ム
ケ

ア
」
１
年
分
な
ど
を
南
極

地
域
観
測
隊
に
こ
の
ほ
ど

寄
贈
し
た
。

　

観
測
隊
に
は
歯
科
医
の

帯
同
は
な
く
、
現
地
で
の

本
格
的
な
歯
の
治
療
は
困

難
。
水
が
貴
重
な
中
、
隊

員
の
口
腔
ケ
ア
は
重
要
な

課
題
の
一
つ
だ
と
い
う
。

越
冬
隊
と
し
て
派
遣
さ
れ

た
研
究
員
か
ら
現
地
で
の

生
活
の
様
子
を
聞
い
た
同

社
社
員
が
洗
口
液
な
ど
の

寄
贈
を
提
案
し
た
。

　

１
０
８
０
㍉
㍑
入
り
１

８
０
本
に
加
え
、
衣
類
・

布
用
消
臭
剤
「
ｎ
ａ
ｔ
ｕ

ｖ
ｏ
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
ケ
ア

ミ
ス
ト
」
も
１
年
分
に
相

当
す
る
量
を
寄
贈
し
た
。

寄
贈
品
は
第
６２
次
隊
と
と

も
に
南
極
観
測
船
「
し
ら

せ
」
で
現
地
に
到
着
。
同

社
は
「
希
望
と
寄
贈
品
が

マ
ッ
チ
す
る
限
り
は
、
今

後
も
南
極
地
域
観
測
隊
の

応
援
、
寄
贈
を
継
続
し
て

い
き
た
い
」
と
し
て
お

り
、
同
社
執
行
役
員
の
久

保
浩
之
・
生
産
統
括
部
統

括
部
長
は
「
隊
員
の
皆
さ

ま
の
安
心
で
心
地
よ
い
生

活
の
お
役
に
立
て
る
こ
と

は
、
モ
ン
ダ
ミ
ン
工
場
の

生
産
担
当
全
員
が
誇
り
に

思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
コ

メ
ン
ト
し
た
。
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市
民
ガ
イ
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休
日
急
患
診
療
医

【
朝
の
一
杯
で
熱
中
症
予

防
を
】

　

7
月
が
近
く
な
り
、
暑

さ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
暑
い
日
が
続
く

と
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
病
気
の
一
つ
に

「
熱
中
症
」
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
今
回
は
、
熱
中
症

の
症
状
と
、
熱
中
症
に
な

ら
な
い
た
め
の
予
防
策
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

熱
中
症
と
は
、
高
温
多

湿
な
環
境
下
に
お
い
て
、

体
内
の
水
分
と
塩
分
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、
体

内
の
調
整
機
能
が
破
綻
し

て
発
症
す
る
障
害
の
総
称

で
す
。
主
な
症
状
は
、
頭

痛
や
め
ま
い
、
筋
肉
痛
、

多
量
の
発
汗
な
ど
が
あ

り
、
進
行
す
る
と
意
識
障

害
な
ど
も
起
こ
り
ま
す
。

汗
に
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩

分
）
が
含
ま
れ
て
お
り
、

多
量
の
発
汗
が
あ
っ
た
時

に
水
だ
け
を
飲
む
と
体
内

の
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩
分
）

濃
度
が
低
下
し
て
し
ま
い

ま
す
。
梅
昆
布
茶
や
味
噌

汁
に
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
や
塩

分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

の
で
、
朝
に
一
杯
飲
ま
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

主
な
予
防
対
策
は
、
の

ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も

小
ま
め
に
水
分
摂
取
を
行

う
こ
と
や
、
長
時
間
外
で

活
動
し
な
い
こ
と
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

熱
中
症
は
室
内
で
も
起
こ

り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
室
内

で
あ
っ
て
も
エ
ア
コ
ン
な

ど
で
温
度
調
節
を
し
て
、

小
ま
め
な
水
分
摂
取
を
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
予
防
行
動
と
し

て
、
外
出
時
の
マ
ス
ク
の

着
用
が
新
し
い
生
活
様
式

と
な
り
ま
し
た
。
厚
生
労

働
省
は
、
マ
ス
ク
の
着
用

に
よ
り
、
心
拍
数
や
呼
吸

数
、
体
感
温
度
の
上
昇
が

み
ら
れ
る
た
め
、
高
温
多

湿
な
環
境
下
で
の
マ
ス
ク

着
用
は
熱
中
症
の
リ
ス
ク

が
高
く
な
る
恐
れ
が
あ
る

と
い
っ
て
い
ま
す
。
感
染

予
防
行
動
を
行
い
な
が

ら
、
マ
ス
ク
着
用
時
の
激

し
い
運
動
は
避
け
、
小
ま

め
な
水
分
摂
取
、
涼
し
い

服
装
を
心
掛
け
て
熱
中
症

対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
環
境
省
は
今
年

の
4
月
か
ら
熱
中
症
予
防

に
関
す
る
情
報
と
し
て

「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー

ト
」
を
開
始
し
て
お
り
、

熱
中
症
の
危
険
性
が
極
め

て
高
い
暑
熱
環
境
に
な
る

と
予
想
さ
れ
る
日
の
前
日

ま
た
は
、
当
日
の
早
朝
に

発
表
さ
れ
ま
す
。
こ
う
い

っ
た
情
報
も
活
用
し
て
、

今
後
暑
く
な
っ
て
く
る
夏

を
共
に
乗
り
越
え
ま
し
ょ

う
。（
教
育
学
部
保
健
教

育
学
科
助
教
・
岡
井
千
沙

子
）
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阪神・淡路大震災で大きく傷ついた財政状
況下でも、創造的復興を掲げ、県民ニーズ
に対応し新規事業も含め必要な施策を推進
しながら、財政再建を成し遂げ、平成３０年
には収支均衡を達成した。例えば、県立病
院の計画的整備の推進などは、今回の新型
コロナ感染症対策の医療体制の確保に大い
に役立っている。

阪神淡路大震災からの復興で「創造的復
興」の名で、不要不急の大型開発・無駄遣
いで借金を膨らませておいて、「行革」を
口実に統廃合で保健所を41カ所から17カ所
に削減、病床の削減、土木事務所の削減、
福祉・医療制度の削減、県職員の3割削減
など、県民の命・暮らしを守る制度を後退
させ、危機に弱い兵庫にした。

阪神淡路大震災からの創造的復興・関西広
域連合設立・迅速な災害対応・特に東日本
大震災において、カウンターパート方式は
高い評価。新型コロナウイルス対策では財
政不足も伴って施策が後手に回る場面や情
報発信が弱いとの評価もあった。晩年には
県職員からの提案も少なく、トップダウン
の弊害が散見されたと聞いている。

コロナ禍の克服と人生１００年時代の健やか
ライフの実現。県立民間病院でワクチン接
種を可能にし、エッセンシャルワーカーへ
の優先接種を支援。融資枠を拡大し返済期
限を延長します。困窮する学生に相談窓口
や県独自の奨学金を創設。高齢者に対して
新たな見守り支援、飲食業に対してひょう
ご安心認証制度を検討していきます。

社会経済情勢は激変しているのに、言わば
旧式ＯＳで行政運営を続けた。老朽化した
既存の施設を放置したまま、各地に新規の
ハコモノを整備したり、本来は各市町で行
うべき小規模なイベント事業を県や県民局
が何年も続けている。適切な事業の選択と
集中を行わず組織は肥大化し、借金は６．６
兆円に膨らんだ。

新しい時代の地域経済をもっと満たしま
す。中小企業の技術開発や販路開拓を支
援、起業を目指す若者にスタートアップア
カデミー開設。学校給食で県産食材倍増作
戦を展開。２０２５万博に合わせて兵庫フィー
ルドパビリオンを実施、障害者が旅行しや
すい「福祉の観光県条例」を制定、播磨灘
・大阪湾ベイエリア再生プランを策定

県民ボトムアップ型県政を創り上げます。
自らの給与・退職金を削減した上で、県民
目線の行財政改革を断行します。女性や民
間人材を積極的に採用し、幅広い意見を吸
い上げます。知事が県内各地に出向く「ワ
〜ケーション知事室」を実施します。知事
自らが積極的に情報発信し、トップセール
スもエネルギッシュに展開します。

兵庫県の社会基盤整備プログラムに事業調
整箇所に位置付けられており、今後の交通
量や様々な要因を加味して検討することに
なります。当面は、交通安全確保の観点か
ら現道の狭隘部分の拡幅工事が優先される
と理解しており、将来的な大規模改修につ
いて研究してまいります。

兵庫県は本年２月に環境影響評価条例規則
を改正し、ご指摘の計画を条例の対象に指
定していると聞いております。本計画の準
備書策定の段階から関係住民が意見を述べ
られると聞いており、また環境影響が科学
的に評価されるかどうか慎重に検討します
し、関係者に丁寧に説明するよう指導して
いきます。

どちらともいえない

どちらともいえない

斎
さ い

藤
と う

 元
も と

彦
ひ こ

　(４３)氏金
か ね

田
だ

 峰
み ね

生
お

　(５５)氏金
か な

澤
ざ わ

 和
か ず

夫
お

　(６４) 氏 中
な か

川
が わ

 暢
ちょう

三
ぞ う

　(６５)氏

７５ 点

【生年月日】１９７７年（昭和５２）１１月１５日
【出身地】兵庫県神戸市須磨区
【現住所】同上
【出身校】東京大学経済学部卒
【趣味】読書、ジョギング、寺社巡り

無所属・新＝自・維推薦 無所属・新無所属・新 無所属・新＝共推薦

【生年月日】１９５５年（昭和３０）１１月３０日
【出身地】兵庫県加西市
【現住所】兵庫県神戸市兵庫区
【出身校】信州大学人文学部経済学科卒
【趣味】料理、山歩き、園芸、旅行

【生年月日】１９５６年（昭和３１）７月４日
【出身地】神奈川県藤沢市
【現住所】兵庫県神戸市灘区
【出身校】東京大学法学部卒
【趣味】カラオケ、読書、バドミントン

【生年月日】１９６５年（昭和４０）８月２５日
【出身地】兵庫県神戸市長田区
【現住所】兵庫県神戸市西区
【出身校】日本福祉大学社会福祉学部卒
【趣味】散策、古い建物鑑賞

【問①】５期２０年の井
戸県政を１００点満点で
採点した上で評価して
ください。

【問②】次期の兵庫県
知事が重点を置くべき
政策課題を、重視する
も の か ら 順 に３つ 挙
げ、それぞれについて
重視する理由、必要と
考える施策や事業など
をご説明ください。

【問③】赤穂市は高取
峠（国 道２５０号 ） の ト
ンネル化を兵庫県に要
望しています。この要
望に対して次期の兵庫
県知事はどのように対
応 す べ き と 考 え ま す
か。「ト ンネル化すべ
き」「すべきでない」
「どちらでもない」か
ら選び、理由をご説明
ください。

【問④】赤穂市内には
現在２か所で産業廃棄
物最終処分場建設計画
があり、赤穂市は反対
都市宣言を決議しまし
た。次期の兵庫県知事
はどのように対応すべ
きと 考え ますか。「計
画を許可すべき」「す
べきでない」「どちら
ともいえない」から選
び、理由をご説明くだ
さい。

９０ 点

コロナ対策とコロナ収束後の経済再生が最
優先課題。今後の感染者数の増加に備えた
医療検査体制の充実、県設置の大規模接種
会場の円滑な運営のほか、ワクチン接種を
進める市町を支援。今後の感染症対応のた
めの兵庫県版ＣＤＣの整備を進める。県民
の生活を守る雇用の維持、事業継続支援、
コロナ収束後の需要喚起対策も必要。

若者流出ストップによる人口減対策を強
化。若者と地元企業のマッチングのほか、
起業・創業環境の整備、本社やオフィス進
出促進などで、若者の地元定着を強化、２０
２５年までに人口の社会増を実現。地場産業
の新展開による新ブランド戦略の強化や地
域資源を活かしたプロジェクトを展開し、
五国が共に栄える兵庫をつくる。

人口の自然減対策も重要。待機児童ゼロ、
子育て家庭の経済的負担軽減や地域全体で
支える子育てなど「子育てするなら兵庫プ
ロジェクト」を展開。個性を伸ばす教育環
境づくりや対話重視、探求型教育を強化。
ユニバーサル社会づくりや多様な働き方に
より持てる力を発揮し、生きがいを持って
ひとり一人が輝ける社会をつくる。

県民のいのちと暮らしを守る。①新型コロ
ナ感染症対策　ワクチン接種と共に、無症
状感染者を早期発見・保護するためＰＣＲ
検査を大規模・頻回に。保健所の人員・体
制を拡充。②安心してかかれる医療体制づ
くり、介護、福祉の拡充。病院の統廃合で
はなく、地域医療の確保・拡充。高校卒業
までの医療費無料。

ジェンダー平等、すべての人の尊厳を等し
く守る県政。性別によらず誰もが個人とし
て尊重されるジェンダー平等社会、社会か
らおしつけられた「男らしさ」や「女らし
さ」ではなく、「自分らしさ」を輝かせる
ことができる人間社会をめざす。女性副知
事を登用し、県の女性管理職を早期に30
％、2030年までに50％。

子どもの未来をひらく。子どもたちが健や
かに成長し、人格を形成する権利、学ぶ権
利を保障する施策を進める。高校3年生ま
で全学年30人学級にします。教職員を増や
し、ゆとりのある教育環境をつくります。
高校教育無償化、県立大学の授業料値下
げ、県独自の給付制奨学金制度を創設。私
立高校への私学助成金を拡充。

コロナ対策。重症病床の拡充。ＩＣＴなど
を活用し感染状況を可視化し、過度な不安
から県民を開放。独自の「兵庫モデル」を
構築、適切な対策を講じた飲食店などには
通常営業を認める。感染症分類の見直しを
国に要請し、医療資源を合理的に使い、現
場のボトルネックを解消する。給付金・支
援金手続きを簡略化・迅速化する。

子育て教育施策。子育て教育予算を最大２
割アップ。現場環境を充実させるととも
に、子育て世代の家計支出を支援する「子
育て教育クーポン」を支給する。県立学校
の学科再編、リモート授業、ＡＩ教師など
も併せて教育格差を解消する。多様で質の
高い教育を兵庫県内で実現し、時代が求め
る人材を育てて定住世帯を増やす。

経済活性化と財政再建。減税や規制緩和な
どで民間のチャレンジを促す。デジタル地
域通貨を導入、地元企業や商店街などにお
金が循環し、地域経済を潤す仕組みを創
る。五国の地域資源を活用し、農林水産業
など一次産業を再生。無駄な事業や税金の
無駄遣いはさせない。課税漏れや徴税漏れ
を無くしつつ歳入を増やす。

社会基盤整備プログラムでは、周辺環境の
変化（開発、工場立地、道路ネットワーク
等）や周辺の地域づくりの進展状況等を見
極め、事業化を検討する箇所とされてい
る。トンネル化は望ましいが、国庫補助対
象にならないという問題があり、財政負担
も含めて、市の要請内容、事業内容を精査
し、検討をさらに進める必要がある。

条例上の基準を満たさない処分場には許可
は出さないことが原則。昨年度末に対象規
模の引下げ等、条例逃れの防止など規制は
強化されている。赤穂市長や地元住民の立
場は理解しており、地域の理解を得るよう
丁寧に説明、対応するよう指導する。事業
者に対しては、厳正に審査する。

どちらともいえない

計画を許可すべきでない

国道250号線は赤穂市と相生市を結ぶ幹線
道路であるとともに、地域住民にとってか
かせない生活道路でもある。現在の峠越え
で交通事故の頻発を解消し、安全に通行す
る道路にするためにトンネル化は有効な手
段と考えられる。

名水百選に選ばれている清流千種川と、赤
穂の海の水質保全・環境保護に多大な影響
を及ぼす可能性が払拭されておらず、地元
自治体、地元住民の合意も得られていない
のが現状と考える。設置計画は知事として
許可すべきでない。

トンネル化すべき

計画を許可すべきでない

総延長4.7kmの工事費は約150億円になる
が、時短効果は最大104秒（23％減）しか
ない。現状の交通量・混雑度・費用対効果
などを総合的に考えると、優先度の低い事
業と言わざるを得ない。過去にはもっと交
通量の少ない中山間地でトンネルを建設し
た事例もあるが、それらの結果が県財政を
悪化させた要因の一つだ。

千種川水系の自然環境は守らなければなら
ない。多くの一般住民にとって産廃処分場
は迷惑施設であり、その建設は土地所有
者、工事業者、雇用者、事業者にとっては
メリットがあるだろうが、住民同士の対立
や地域の分断を招きかねず、健康被害の
他、大型トラックが頻繁に出入りすること
で交通事故が増えることも懸念される。

トンネル化すべきでない

計画を許可すべきでない

2０ 点 ６０ 点

プロフィール

７月１日告示
７月１８日投票

兵庫県知事選
立候補予定者
アンケート

＝左から五十音順＝

　
昔
、
千
種
川
を
「
く
ま
み
が
わ
」
と
呼
ん
で
い

ま
し
た
。「
く
ま
み
」
と
は
、
く
ま
の
あ
る
と
こ

ろ
、
曲
が
り
角
と
い
う
意
味
で
す
。
で
す
か
ら
、

「
く
ま
み
が
わ
」
と
い
う
の
は
、
曲
が
り
く
ね
っ

た
川
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
川
に
頑
丈

な
堤
防
が
で
き
る
ま
で
は
、
上
郡
か
ら
南
は
、
く

ね
く
ね
と
曲
が
り
く
ね
っ
て
水
が
流
れ
て
い
た
た

め
に
、
こ
う
い
う
名
前
が
つ
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
名
前
の
由
来
に
つ
い
て
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
昔
む
か
し
、
聖
徳
太
子
の
補
佐
役
を
つ
と
め
た

四
天
王
の
一
人
に
、
秦
河
勝
と
い
う
人
が
い
ま
し

た
。
年
老
い
て
か
ら
は
、「
大
化
の
改
新
」
な
ど

政
治
の
混
乱
に
ま
き
こ
ま
れ
る
の
が
い
や
で
、
坂

越
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
河
勝
は
坂
越
を
本
拠
に

千
種
川
流
域
の
水
田
開
発
や
、
養
蚕
の
普
及
に
つ

と
め
て
、
こ
の
地
方
を
大
変
発
展
さ
せ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
揖
保
川
流
域
の
古
く
か
ら
の
豪
族

が
千
種
川
流
域
の
土
地
を
自
分
た
ち
の
も
の
に
し

よ
う
と
、
矢
野
の
豪
族
を
誘
っ
て
周
世
坂
を
越
え

て
攻
め
て
き
ま
し
た
。

　
河
勝
は
家
来
を
集
め
て
、
戦
い
の
計
画
を
考
え

さ
せ
ま
し
た
が
、
よ
い
案
が
で
ま
せ
ん
。
そ
の
う

ち
敵
は
高
野
ま
で
や
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
の
夜
は

高
野
で
英
気
を
養
っ
て
、
翌
日
は
一
気
に
、
河
勝

の
本
陣
で
あ
る
坂
越
を
攻
撃
す
る
計
画
の
よ
う
で

し
た
。

　
河
勝
は
家
来
に
、
十
五
歳
く
ら
い
の
娘
を
十
人

集
め
さ
せ
、
そ
の
娘
に
秘
策
を
教
え
ま
し
た
。
真

夜
中
に
、
娘
を
つ
れ
た
河
勝
の
軍
団
は
、
ひ
っ
そ

り
と
高
野
に
進
み
ま
し
た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
一
人
の
娘
が
、「
熊
を
見
た

あ
ー
、
助
け
て
え
ー
」
と
、
敵
陣
に
と
び
こ
み
ま

し
た
。
続
い
て
、「
虎
が
出
た
あ
ー
、
助
け
て
え

ー
」「
大
蛇
が
き
た
あ
ー
、
助
け
て
え
ー
」
と
次

々
と
娘
が
敵
陣
に
と
び
こ
み
ま
し
た
。

　
女
の
声
で
助
け
を
求
め
ら
れ
た
敵
の
兵
士
は
寝

ぼ
け
な
ま
こ
で
右
往
左
往
し
ま
し
た
。
そ
こ
を
一

挙
に
河
勝
の
軍
が
攻
め
、
敵
を
滅
ぼ
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
こ
の
「
熊
を
見
た
」
と
叫
ぶ
計
略
か
ら
、「
熊

見
川
」
と
い
う
名
が
つ
い
た
、
と
い
う
話
で
す
。

（
赤
穂
市
教
育
委
員
会
刊
『
赤
穂
の
昔
話
　
第
二

集
』・「
熊
見
川
の
由
来
」
よ
り
）

切
り
絵
・
村
杉
創
夢

熊
見
川
の
由
来

　
　
　
　
　
　
　
【
第
２６
話
】

写真は各者提供
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試
食
販
売
も
休
止
と
な

り
、「
商
品
の
魅
力
を
直

接
消
費
者
に
伝
え
る
機
会

を
」
と
東
京
と
赤
穂
で
１

台
ず
つ
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の

導
入
を
決
め
た
。

　

瀬
戸
内
海
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
濃
紺
の
ワ
ン
ボ
ッ
ク

ス
カ
ー
の
荷
台
部
分
を
厨

房
に
改
造
。
揚
げ
物
機
や

冷
蔵
庫
を
備
え
た
。
ボ
デ

ィ
側
面
を
開
け
ば
販
売
カ

ウ
ン
タ
ー
に
な
る
仕
組
み

で
、
地
元
産
食
材
を
同
社

製
の
食
塩
や
調
味
料
で
味

付
け
し
た
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

や
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
な
ど

を
出
来
た
て
で
提
供
す

る
。
ま
た
、
兵
庫
県
産
コ

シ
ヒ
カ
リ
を
使
っ
た
「
塩

む
す
び
セ
ッ
ト
」
や
塩
ス

イ
ー
ツ
な
ど
新
メ
ニ
ュ
ー

を
追
加
す
る
計
画
も
あ
る

と
い
う
。

　

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ

た
塩
文
化
の
Ｐ
Ｒ
を
担
う

「
日
本
遺
産
部
」
の
社
員

４
人
で
水
曜
と
土
曜
の
週

２
回
、
県
下
各
地
を
巡

る
。「
我
が
社
の
塩
に
懸

け
る
思
い
を
消
費
者
の
み

な
さ
ん
に
伝
え
る
ツ
ー
ル

と
し
て
活
用
し
、
対
話
の

中
か
ら
新
た
な
商
品
づ
く

り
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
い
」

と
池
上
社
長
。
イ
ベ
ン
ト

な
ど
へ
の
出
店
依
頼
も
受

け
付
け
、
観
光
活
性
化
へ

の
貢
献
も
視
野
に
入
れ

る
。

　

２６
日
は
午
前
１１
時
か
ら

「
鶏
肉
の
レ
モ
ン
漬
け
バ

ー
ガ
ー
セ
ッ
ト
」（
７
０

０
円
）、「
ネ
ギ
味
噌
油
揚

げ
バ
ー
ガ
ー
セ
ッ
ト
」

（
５
０
０
円
）
を
計
５０
食

限
定
で
販
売
。
７
月
３
日

（
土
）も
同
じ
場
所
で
出
店

す
る
予
定
だ
。
問
い
合
わ

せ
は
ア
マ
シ
オ
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
☎
０
８
０
・
１
５
０

２
・
９
７
０
５
。（
写
真

は
特
製
バ
ー
ガ
ー
な
ど
で

自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
魅
力
を

発
信
す
る
赤
穂
化
成
の
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
「
ア
マ
シ
オ

　
セ
ト
ウ
チ
」）

第２４２２号　　２０２1年（令和 3年）６月２６日

年
地
元
の
同
世
代
の
子
ど

も
た
ち
が
一
緒
に
参
加
し

て
い
る
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ

禍
で
大
人
の
み
だ
っ
た
た

め
、
２
年
ぶ
り
に
子
ど
も

た
ち
が
加
わ
っ
た
。

　

一
昨
年
に
続
い
て
頭
人

の
山
谷
蛍け

い

太た

君（
８
）＝
有

年
小
２
年
＝
と
今
年
初
め

て
の
平
尾
邦く

に

光ひ
こ

君（
４
）＝

有
年
幼
年
少
＝
が
最
初
に

神
田
へ
。
他
の
子
ど
も
た

ち
も
続
き
、
東
有
年
自
治

害
時
に
災
害
対
応
や
避
難

生
活
に
必
要
な
物
資
を
迅

速
か
つ
優
先
的
に
供
給
を

受
け
る
。

規
模
災
害
時
に
避
難
所
な

ど
で
発
生
す
る
廃
棄
物
、

し
尿
の
収
集
運
搬
作
業
に

協
力
す
る
。

　

５
月
２４
日
に
は
、
市
内

で
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
を
経

営
す
る
ナ
フ
コ
（
北
九
州

市
）
と
協
定
を
締
結
。
災

る
と
、
松
崎
勝
コ
ー
チ

（
５９
）＝
若
草
町
＝
か
ら

「
パ
ー
ト
ナ
ー
を
思
い
や

る
気
持
ち
を
」
と
諭
さ
れ

た
。

　

そ
れ
か
ら
は
練
習
中
か

ら
積
極
的
に
声
を
掛
け
合

う
よ
う
に
な
り
、
練
習
以

外
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
頻
繁
に

連
絡
を
取
り
合
う
よ
う
に

な
っ
た
。「
芽
咲
は
コ
ー

ス
を
し
っ
か
り
狙
っ
て
打

っ
て
く
れ
る
」（
豆
﨑
さ

ん
）。「
利
恩
は
思
い
切
り

攻
め
る
プ
レ
ー
が
得
意
」

（
安
田
さ
ん
）。
互
い
の

長
所
や
性
格
が
わ
か
り
合

え
て
き
た
こ
と
で
コ
ン
ビ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
良
く
な
っ

た
。

　

「
一
緒
に
練
習
す
る
機

会
が
少
な
い
の
で
心
配
も

あ
っ
た
が
、
２
人
が
目
に

見
え
て
成
長
し
て
い
る
こ

と
が
す
ご
く
う
れ
し
い
」

と
松
崎
コ
ー
チ
。
近
畿
大

会
（
７
月
１０
・
１１
日
、
堺

市
）
は
ペ
ア
で
戦
う
個
人

戦
の
ほ
か
、
県
代
表
で
団

体
戦
に
も
出
場
す
る
。
豆

崎
さ
ん
と
安
田
さ
ん
は

「
一
つ
で
も
多
く
勝
て
る

よ
う
に
力
を
合
わ
せ
る
」

と
、
さ
ら
に
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
高
め
て
勝
利
を
目
指

す
。（
写
真
は
赤
穂
ジ
ュ

ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
か
ら
１３
年
ぶ
り
と
な
る

近
畿
小
学
生
選
手
権
に
出

場
す
る
豆
﨑
利
恩
さ
ん
㊨

と
パ
ー
ト
ナ
ー
の
安
田
芽

咲
さ
ん
）

廃
棄
物
収
集
な
ど

災
害
時
協
定
締
結

　

赤
穂
市
は
市
内
の
一
般

廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業

者
７
事
業
所
と
災
害
時
応

急
対
策
業
務
協
定
を
こ
の

ほ
ど
結
ん
だ
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
所
は
い

ず
れ
も
ご
み
収
集
車
、
し

尿
収
集
車
を
保
有
。
協
定

は
３
月
３０
日
付
け
で
、
大

け
る
作
業
を
実
習
。
目
盛

り
を
確
か
め
な
が
ら
慎
重

に
指
先
を
動
か
し
た
。

　

赤
穂
市
の
大
規
模
接
種

会
場
は
１
日
最
大
１
１
３

４
人
の
接
種
を
予
定
。
必

要
な
医
療
従
事
者
の
確
保

が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

同
会
に
よ
る
と
、
市
の
要

請
を
受
け
て
会
員
の
薬
局

に
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、

複
数
の
薬
剤
師
の
派
遣
を

申
し
出
た
薬
局
も
あ
り
、

約
５０
人
が
志
願
し
た
と
い

う
。

　

「
急
な
要
請
だ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の

会
員
が
薬
剤
師
と
し
て
の

　

▼
…
大
規
模
接
種
へ
薬

剤
師
会
が
研
修
＝
赤
相
薬

剤
師
会
（
３３
薬
局
）
は
２０

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
研
修
会

を
開
催
。
赤
相
地
区
の
薬

剤
師
４７
人
が
参
加
し
、
ワ

ク
チ
ン
の
正
し
い
取
り
扱

い
を
受
講
し
た
。
受
講
者

ら
は
６
月
２６
日
か
ら
赤
穂

市
が
実
施
す
る
大
規
模
接

種
会
場
で
ワ
ク
チ
ン
の
希

釈
を
担
う
。

　

研
修
会
は
市
役
所
２
階

会
議
室
で
行
わ
れ
、
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
の
取
り
扱
い

に
詳
し
い
赤
穂
中
央
病
院

と
Ｉ
Ｈ
Ｉ
播
磨
病
院
の
薬

剤
部
が
ワ
ク
チ
ン
解
凍
後

の
保
管
条
件
や
「
衝
撃
と

光
に
弱
い
」
な
ど
の
注
意

点
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

受
講
者
ら
は
ビ
タ
ミ
ン
剤

を
ワ
ク
チ
ン
に
見
立
て
、

生
理
食
塩
水
で
薄
め
て
小

瓶
か
ら
注
射
器
に
取
り
分

使
命
感
を
も
っ
て
協
力
を

申
し
出
て
く
れ
た
」
と
寺

田
晋
一
郎
会
長（
６６
）。
す

で
に
全
員
が
ワ
ク
チ
ン
２

回
接
種
を
終
え
て
お
り
、

研
修
に
参
加
し
た
小
西
恭

子
さ
ん（
５３
）＝
中
広
＝
は

「
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ

う
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持

ち
で
す
」
と
意
欲
を
語
っ

た
。（
写
真
は
大
規
模
接

種
会
場
で
の
従
事
へ
向
け

て
行
わ
れ
た
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
研
修
会
）

　

▼
…
子
ら
も
２
年
ぶ
り

参
加
し
「
お
田
植
え
祭
」

＝
東
有
年
八
幡
神
社
（
宮

下
憲
章
宮
司
）
の
神
田
で

２２
日
、
お
田
植
え
祭
が
あ

り
、
梅
雨
晴
れ
の
下
、
有

年
小
学
校
の
１
・
２
年
生

と
有
年
幼
稚
園
児
の
計
２３

人
が
苗
を
植
え
た
。

　

お
田
植
え
祭
は
、
秋
祭

り
で
頭
人
を
務
め
る
子
ど

も
が
神
米
に
な
る
苗
を
手

植
え
す
る
慣
わ
し
で
、
例

　

少
子
化
に
よ
る
部
員
数

減
少
の
中
、
他
ク
ラ
ブ
の

部
員
と
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組

ん
だ
赤
穂
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
の
豆
﨑

利り

恩お
ん

さ
ん（
１１
）＝
赤
穂
小

６
年
＝
が
５
月
の
兵
庫
県

小
学
生
選
手
権
で
ベ
ス
ト

８
に
入
り
、
同
ク
ラ
ブ
か

ら
１３
年
ぶ
り
と
な
る
近
畿

大
会
出
場
を
決
め
た
。

　

昨
季
ま
で
ペ
ア
を
組
ん

だ
一
学
年
上
の
姉
の
夢ゆ

恩お
ん

さ
ん
が
卒
業
。
新
し
い
パ

ー
ト
ナ
ー
を
探
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
龍
野
ジ
ュ
ニ
ア

か
ら
「
う
ち
の
部
員
と
組

ん
で
大
会
に
出
場
し
ま
せ

ん
か
」
と
オ
フ
ァ
ー
が
あ

り
、
安
田
芽め

い
さ咲
さ
ん（
１２
）

＝
太
子
町
立
太
田
小
６
年

＝
と
の
ク
ラ
ブ
の
壁
を
越

え
た
ペ
ア
が
誕
生
し
た
。

　

今
年
１
月
に
顔
合
わ
せ

し
て
す
ぐ
の
練
習
試
合
は

８
戦
全
敗
。
３
月
の
公
式

戦
で
は
予
選
リ
ー
グ
は
突

破
し
た
も
の
の
、
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
初
戦
で
敗
れ

た
。
平
日
は
各
自
の
所
属

ク
ラ
ブ
で
練
習
す
る
た

め
、
２
人
一
緒
の
練
習
は

週
末
の
み
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
不
足
で
互
い
に

力
が
出
せ
て
い
な
か
っ

た
。
悔
し
く
て
泣
い
て
い

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

食
で
塩
の
魅
力
を
発
信

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
導
入

赤
穂
化
成
が
２６
日
か
ら
出
店

軟
式
テ
ニ
ス
小
学
生
大
会

越
境
ペ
ア
で
近
畿
出
場

豆
﨑
利
恩
・
安
田
芽
咲
組

　

「
赤
穂
の
天
塩
」
を
使

っ
た
メ
ニ
ュ
ー
の
出
張
販

売
を
通
し
て
自
社
ブ
ラ
ン

ド
の
魅
力
を
発
信
し
よ
う

と
、
製
塩
化
学
品
メ
ー
カ

ー
の
赤
穂
化
成
（
池
上
良

成
社
長
）
は
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
「
ア
マ
シ
オ　

セ
ト
ウ

チ
」
を
新
た
に
導
入
。
６

月
２６
日（
土
）に
坂
越
ふ
る

さ
と
海
岸
駐
車
場
で
初
出

店
す
る
。

　

同
社
は
２
０
１
６
年
か

ら
社
内
の
キ
ッ
チ
ン
付
き

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
「
ア

マ
シ
オ
ス
タ
ジ
オ
」
で
開

く
料
理
教
室
で
、
食
材
の

旨
味
を
引
き
出
す
塩
の
活

用
方
法
を
発
信
し
て
き
た

が
、
昨
年
以
降
は
コ
ロ
ナ

禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に

切
り
替
え
。
ス
ー
パ
ー
の

会
（
岩
本
泰
夫
会
長
）
の

大
人
た
ち
と
田
植
え
を
行

っ
た
。

　

初
め
て
田
植
え
を
体
験

し
た
と
い
う
平
尾
君
は

「
楽
し
か
っ
た
」
と
感

想
。
父
の
邦
男
さ
ん（
３８
）

は
「
地
元
に
愛
着
を
も
っ

て
元
気
に
育
っ
て
ほ
し

い
」
と
願
っ
た
。
宮
下
宮

司
は
「
文
化
や
伝
統
を
受

け
継
ぐ
こ
と
が
地
域
社
会

の
持
続
に
も
つ
な
が
る
」

と
話
し
た
。（
写
真
は
２

年
ぶ
り
に
子
ど
も
た
ち
も

参
加
し
て
行
わ
れ
た
東
有

年
八
幡
神
社
の
お
田
植
え

祭
）
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